
南関東防衛局達第２３号

セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する訓令（平成１１年防衛庁訓令第２

９号）第８条の規定に基づき、南関東防衛局の職員のセクシュアル・ハラスメント

の防止等に関する達を次のように定める。

平成１９年９月１日

南関東防衛局長 齊藤 敏夫

南関東防衛局の職員のセクシュアル・ハラスメントの防止等に関する達

改正 平成２３年 ３月３０日南関東防衛局達第１号

（通則）

第１条 南関東防衛局におけるセクシュアル・ハラスメントの防止等については、

セクシュアル・ハラスメントの防止等に関する訓令（平成１１年防衛庁訓令第２

９号）及びセクシュアル・ハラスメントの防止等に関する訓令の運用について（防

人１第１８８９号。１１．３．３１）に定めるもののほか、この達の定めるとこ

ろによる。

（不利益取扱いの禁止）

第２条 職員は、セクシュアル・ハラスメントを行った職員に対する拒否、セクシ

ュアル・ハラスメントに対する苦情の申出、当該苦情等に係る調査への協力その

他セクシュアル・ハラスメントに関し正当な対応をしたことのためにいかなる不

利益処分も受けない。

（職員の注意すべき事項）

第３条 職員は、別表の指針の定めるところに従い、セクシュアル・ハラスメント

をしないように注意しなければならない。

（監督者の責務）

第４条 職員を監督する地位にある者（主任以外の職に補職されている者で事実上

監督すべき部下を有する者。以下「監督者」という。）は、良好な勤務環境を確

保するため、次の各号に掲げる事項に注意してセクシュアル・ハラスメントの防

止及び排除に努めなければならない。

(1) 日常の執務を通じた指導等により、セクシュアル・ハラスメントに関し、職

員の言動に十分な注意を喚起し、セクシュアル・ハラスメントに関する認識を

深めさせること。

(2) セクシュアル・ハラスメントが職場に生じていないか、又は生じるおそれが

ないか、職員の言動に十分な注意を払い、勤務環境を害する言動を見逃さない

ようにすること。

(3) セクシュアル・ハラスメントに対する苦情の申出、当該苦情等に係る調査へ



の協力その他セクシュアル・ハラスメントに対する職員の対応に起因して当該

職員が職場において不利益を受けていないか、又はそのおそれがないか、職員

の言動に十分な注意を払い、勤務環境を害する言動を見逃さないようにするこ

と。

(4) セクシュアル・ハラスメントに対する苦情の申出、当該苦情等に係る調査へ

の協力その他セクシュアル・ハラスメントに対する職員の対応に起因して当該

職員が職場において不利益を受けることがないよう配慮しなければならないこ

と。

(5) 職員からセクシュアル・ハラスメントに関する苦情の申出及び相談（以下「苦

情相談」という。）があった場合には、真摯にかつ迅速に、必要な措置をとる

こと。

２ 監督者は、セクシャル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合には、迅速

かつ適切に問題解決のための措置を行わなければならない。

（苦情相談の申出）

第５条 職員は、別に通知する相談員に対し、苦情相談を行う。この場合において、

相談員は、苦情相談を受ける日時及び場所について随時指定する。

（苦情相談への対応）

第６条 相談員は、苦情相談に係る問題の事実関係の確認、当該苦情相談に係る当

事者に対する指導及び助言並びに当事者間のあっせん等を自ら行い、当該問題を

迅速に解決するよう努めるものとする。

２ 相談員は、苦情相談への対応に当たっては、関係者間のプライバシーや名誉そ

の他の人権を尊重するとともに、知り得た秘密を他に漏らしてはならない。

附 則

この達は、平成１９年９月１日から施行する。

附 則

この達は、平成２３年３月３０日から施行する。



別表 セクシュアル・ハラスメントをなくすために職員が認識すべき事項について

の指針（第３条関係）

１ セクシュアル・ハラスメントをしないようにするために職員が認識すべき事項

事 項 内 容

意識の重要性 セクシュアル・ハラスメントをしないようにするためには

、職員の一人一人が、次の事項の重要性について十分認識し

なければならない。

１ お互いの人格を尊重しあうこと。

２ お互いが大切なパートナーであるという意識を持つこと

。

３ 相手を性的な関心の対象としてのみ見る意識をなくすこ

と。

４ 異性を劣った性として見る意識をなくすこと。

基本的な心構え 職員は、セクシュアル・ハラスメントに関する次の事項に

ついて十分認識しなければならない。

１ 性に関する言動に対する受け止め方には個人間や男女間

で差があり、セクシュアル・ハラスメントに当たるか否か

については、相手の判断が重要であること。

具体的には、次の点について注意する必要がある。

(1) 親しさを表すつもりの言動であったとしても、本人の

意図とは関係なく相手を不快にさせてしまう場合がある

こと。

(2) 不快に感じるか否かには個人差があること。

(3) この程度のことは相手も許容するだろうという勝手な

憶測をしないこと。

(4) 相手との良好な人間関係ができていると勝手な思い込

みをしないこと。

２ 相手が拒否し、又は嫌がっていることが分かった場合に

は、同じ言動を決して繰り返さないこと

３ セクシュアル・ハラスメントであるか否かについて、相

手からいつも意思表示があるとは限らないこと。

セクシュアル・ハラスメントを受けた者が、職場の人間

関係等を考え、拒否することができないなど、相手からい

つも明確な意思表示があるとは限らないことを十分認識す



る必要がある。

４ 職場におけるセクシュアル・ハラスメントにだけ注意す

るのでは不十分であること。

例えば、職場の人間関係がそのまま持続する歓迎会の酒

席のような場において、職員が他の職員にセクシュアル・

ハラスメントを行うことは、職場の人間関係を損ない勤務

環境を害するおそれがあることから、勤務時間外における

セクシュアル・ハラスメントについても十分注意する必要

がある。

５ 職員間のセクシュアル・ハラスメントにだけ注意するの

では不十分であること。

職員がその職務に従事する際に接することとなる職員以

外の者及び委託契約又は派遣契約により同じ職場で勤務す

る者との関係にも注意しなければならない。

セクシュアル・ セクシュアル・ハラスメントになり得る言動として、例え

ハラスメントに ば、次のようなものがある。

なり得る言動 １ 職場内外で起きやすいもの

(1) 性的な内容の発言関係

ア 性的な関心、欲求に基づくもの

(ｱ) スリーサイズを聞くなど身体的特徴を話題にする

こと。

(ｲ) 聞くに耐えない卑猥な冗談を交わすこと。

(ｳ) 体調が悪そうな女性に「今日は生理日か」、「も

う更年期か」などと言うこと。

(ｴ) 性的な経験や性生活について質問すること。

(ｵ) 性的な噂を立てたり、性的なからかいの対象とす

ること。

イ 性別により差別しようとする意識等に基づくもの

(ｱ) 「男のくせに根性がない」、「女には仕事を任せ

られない」、「女性は職場の花でありさえすればい

い」などと発言すること。

(ｲ) 「男の子、女の子」、「僕、坊や、お嬢さん」、

「おじさん、おばさん」、「ＷＡＣちゃん」などと

人格を認めないような呼び方をすること。

(2) 性的な行動関係



ア 性的な関心、欲求に基づくもの

(ｱ) ヌードポスター等を職場に貼ること。

(ｲ) 雑誌等の卑猥な写真・記事等をわざと見せたり、

読んだりすること。

(ｳ) 身体を執拗に眺め回すこと。

(ｴ) 食事やデートにしつこく誘うこと。

(ｵ) 性的な内容の電話をかけたり、性的な内容の手紙

・Ｅメールを送ること。

(ｶ) 身体に不必要に接触すること。

(ｷ) 浴室や更衣室等をのぞき見すること。

イ 性別により差別しようとする意識等に基づくもの

女性であるというだけで職場でお茶くみ、掃除、私

用等を強要すること。

２ 主に職場外において起こるもの

(1) 性的な関心、欲求に基づくもの

性的な関係を強要すること。

(2) 性別により差別しようとする意識等に基づくもの

ア カラオケでのデュエットを強要すること。

イ 酒席で、上司の側に座席を指定したり、お酌やチー

クダンス等を強要すること。

懲戒処分 セクシュアル・ハラスメントの態様等によっては品位を保

つ義務違反、信用失墜行為、隊員たるにふさわしくない行為

、国民全体の奉仕者たるにふさわしくない非行などに該当し

て、懲戒処分に付されることがある。

２ 職場の構成員として良好な勤務環境を確保するために認識すべき事項

事 項 内 容

勤務環境の確保 勤務環境はその構成員である職員の協力の下に形成される

部分が大きいことから、セクシュアル・ハラスメントにより

勤務環境が害されることを防ぐため、職員は、次の事項につ

いて、積極的に意を用いるように努めなければならない。

１ 職場内のセクシュアル・ハラスメントについて問題提起

する職員をいわゆるトラブルメーカーと見たり、セクシュ

アル・ハラスメントに関する問題を当事者間の個人的問題

として片づけないこと。



職場におけるミーティングを活用することなどにより解

決することができる問題については、問題提起を契機とし

て、良好な勤務環境の確保のために皆で取り組むことを日

頃から心がけることが必要である。

２ 職場からセクシュアル・ハラスメントに関する問題の加

害者や被害者を出さないようにするために、周囲に対する

気配りをし、必要な行動をとること。

具体的には、次の事項について十分留意して必要な行動

をとる必要がある。

(1) セクシュアル・ハラスメントが見受けられる場合は、

職場の同僚として注意を促すこと。

セクシュアル・ハラスメントを契機として、勤務環境

に重大な悪影響が生じたりしないうちに、機会をとらえ

て職場の同僚として注意を促すなどの対応をとることが

必要である。

(2) 被害を受けていることを見聞きした場合には、声をか

けて相談に乗ること。

被害者は「恥ずかしい」、「トラブルメーカーとのレ

ッテルを貼られたくない」などとの考えから、他の人に

対する相談をためらうことがある。被害を深刻にしない

ように、気が付いたことがあれば、声をかけて気軽に相

談に乗ることも大切である。

３ 職場においてセクシュアル・ハラスメントがある場合に

は、第三者として気持ちよく勤務できる環境づくりをする

上で、上司等に相談するなどの方法をとることをためらわ

ないこと。

３ セクシュアル・ハラスメントに起因する問題が生じた場合において職員に望ま

れる事項

事 項 内 容

基本的な心構え 職員は、セクシュアル・ハラスメントを受けた場合にその

被害を深刻にしないために、次の事項について認識しておく

ことが望まれる。

１ 一人で我慢しているだけでは、問題は解決しないこと。

セクシュアル・ハラスメントを無視したり、受け流した



りしているだけでは、必ずしも状況は改善されないという

ことをまず認識することが大切である。

２ セクシュアル・ハラスメントに対する行動をためらわな

いこと。

「トラブルメーカーというレッテルを貼られたくない」

、「恥ずかしい」などと考えがちだが、被害を深刻なもの

にしない、他に被害者をつくらない、さらにはセクシュア

ル・ハラスメントをなくすことは自分だけの問題ではなく

良い勤務環境の形成に重要であるとの考えに立って、勇気

を出して行動することが求められる。

セクシュアル・ 職員はセクシュアル・ハラスメントを受けた場合、次のよ

ハラスメントに うな行動をとるよう努めることが望まれる。

よる被害を受け １ 嫌なことは相手に対して明確に意志表示をすること。

たと思うときに セクシュアル・ハラスメントに対しては毅然とした態度

望まれる対応 をとること、すなわち、はっきりと自分の意思を相手に伝

えることが重要である。直接相手に言いにくい場合には、

手紙等の手段をとるという方法もある。

２ 信頼できる人に相談すること。

まず、職場の同僚や知人等身近な信頼できる人に相談す

ることが大切である。各職場内において解決することが困

難な場合には、内部又は外部の相談機関に相談する方法を

考える。

なお、相談するに当たっては、セクシュアル・ハラスメ

ントが発生した日時、内容等について記録しておくことが

望ましい。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [4000 4000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


